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本セミナーについて

▢ 本セミナーは PL-400 : Microsoft Power Platform Developer MCP試
験対策に特化した内容となっています

▢ Power Platform で提供されているすべてのサービス・機能、開発手法に
ついて扱うわけではありません。
資格試験で問われる情報にフォーカスして解説します
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本試験の受験者はPower Platform の設計、開発、セキュリティ策定、

トラブルシューティングができるスキルが必要です。Power Platformソリュー

ションとは、標準機能でアプリケーションを十分に活用するだけではなく、

アプリケーションを拡張し、固有の要求に応え、システム間のインテグレー

ションを実現するなど、幅広い分野を包含します。

加えて、プロセスの自動化や、カスタムのビジュアライゼーションコンポーネン

ト開発も対象としています。

DevOpsの理解とALM実践が薦められており、次の開発言語や技術、

サービスに関する理解が必要です。

JavaScript, JSON, TypeScript, C#, HTML, .NET/ASP.NET, 

RESTful Web API, Microsoft Azure, Microsoft 365

PL-400試験で想定している受験者プロフィール
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PL-400試験概要
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Microsoft Power Platform と Dynamics 365 の学習パス

Microsoft Certified: Power Platform Developer 
Associate - Learn | Microsoft Docs

https://docs.microsoft.com/ja-jp/learn/certifications/power-platform-developer-associate/
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オンライン学習が提供さ
れています

https://docs.microsoft.com/ja-
jp/learn/paths/power-plat-fundamentals/

https://docs.microsoft.com/en-us/learn/paths/power-plat-fundamentals/
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Power BI
Business analytics

Power Apps
Application development

Power Automate
Process automation

Power Virtual Agents
Intelligent virtual agents

DataversePower Fx AI Builder

Microsoft Power Platform 全体像

▢ Microsoft 365, Azure, Dynamics 365または単体のアプリケー
ションをすべて網羅するローコード プラットフォーム
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Power Platform と Dynamics 365の関係

▢ Dynamics 365 はDataverse上に構築されたアプリケーション

アプリケーション共通（ロジック・基本機能等）

基礎基盤共通（ストレージ・フォーム・ビュー等）

顧客管理（CRM） 共通

潜在顧客
管理

マーケティ
ング

製品管理 営業 サービス 予定管理

Dataverse

Dynamics 365 Apps

Dataverseを基盤とし、
機能拡張されたアプリ

※Finance and Operations
は ”データ統合” 経由
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Power

Platform

Azure

services

Azure / Office

Data Services

一般のユーザー

(ローコード)

プロの開発者

(コード記述中心)

Azure

DevOps

プロの開発者+ Power Platform = 無限の力

Visual
Studio

Visual 
Studio 
Code

Power Platformで実現する統合力

Power BI Power Apps Power Automate Power Virtual Agents

API
Management

Azure
Functions

AKS Cognitive
Services

Logic 
Apps

Bot 
Services

Analysis
Services

SQL Azure Cosmos DBSQL Data
Warehouse

Microsoft 

Graph
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ローコード、ノーコードと開発者

▢ Power Platformで提供されているサービス群は「市民開発者」のもので
あって、開発者が利用することはないのでは？

市民開発者

もっとも業務を理解している

開発者

もっとも技術を理解している

・業務で実現したいことの70％く
らいはローコードの力で自分たち
で実現可能

・でも、残り30%くらいの要件は、
ローコードでは諦めざるを得ない

・コードを記述して何でも実現で
きるが、できるだけ「迅速に開
発」し「簡単に運用が可能」な開
発を目指している

・会社のビジネスに高い貢献が可
能なのに、その機会があまりない
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そもそもローコード ソリューションとはなにか？

▢ ローコードの特徴は
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• もっとも新しい技術を十分に活用したソフトウェア開発が実現する環境
• AI、データストレージ、ワークフロー、コネクタ、カスタムアプリなど

開発者から見た時のPower Platformの明確な利点

▢ 統合プラットフォームである

マイクロソフトがもっとも力を注いでいるAzureの
技術的恩恵をフルに活用できる

• 約800以上のコネクタ（※公開済みのカスタムコネクタを含む）を使用し
て、自由自在にデータを操ることが出来る

• 堅牢なストレージとしてすぐに利用可能なDataverseが提供されている

• クラウドサービス、オンプレミスサービス、様々なデータソースに接続が簡単
に実現

データの接続が自由自在

SaaSのプラットフォームにおける容易な開発が実現 • 開発環境を作成する？ データベースを立ち上げる？
• そんな面倒なことをしなくても、数回のクリックで完全な開発環境、運用環境
を作成しすぐに利用開始できる

• Dataverseなら、プロ開発者も市民開発者と効率よく分担作業が実現

•Power Platformのキーコンセプトは「ガバナンス」
•ガバナンスを実現するためのセキュリティ、ログ管理、テスト、ALM、全ての機能
が標準機能で提供されており、バックアップも含めてほぼ自動で運用が可能になる
プラットフォームが提供されている

とにかく運用が楽になる

Fill this section out
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①例えば接続性

▢ 300を超えるビルトインコネクタ、コミュニティから
提供されるコネクタなど豊富なコネクタが用意さ
れており、自由に使用できる。
クラウドサービス、コンテンツサービス、データベー
ス、APIなど様々なデータソースに接続ができる

▢ コネクタはまるでハイブリット対応、クラウドサービ
スにもオンプレミスにも（※オンプレミスデータ
ゲートウェイ経由）接続可能

▢ カスタムコネクタの開発と展開をサポート
作成したコネクタは社内で容易に展開し、市
民開発者が利用することも可能

▢ Aシステムにはこの方法、Bシステムには別の方法で
接続するなど、煩雑な運用になることを防ぎ、つねに
「一つの方法 “コネクタで接続する”」というシンプルな
構成が実現する
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②例えば将来性

▢ アプリを一つ開発すれば、それでOKなのか？

▢ Power Platform（Dataverse）なら
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③例えばガバナンス

▢ 特別な設計をしなくても、
標準で提供されるガバナン
ス機能

Azure

Unified

Administration

CoE & 
Best Practices

Activity
Logging

System 
Health

Usage
analytics

API Automation
& DevOps

Data
Encryption

Data
Loss Prevention

Government
Hosting

Data 
Privacy

Compliance
Standards

Identity 
Management
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• Azure DevOps

• GitHub

• GitHub Business
• ローコード、ノーコー

ド

要件定義・モック 開発

• Visual Studio 

• Azure Repos

• Azure Pipelines

• XrmToolBox

テスト

• Azure Test Plans

• Azure Boards

• XrmToolBox

• Azure Pipelines

• ソリューション

展開

④例えば開発手法

▢ アジャイル手法を完全に実現
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解決すべき2つの問題

Fill this section out

•これだけ理想な環境であるにもか
かわらず、開発環境の選択肢として
考慮されない理由は：

•ライセンスの費用をどう考えるか

•ローコード、ノーコードと開発の組み合わせ

で“何が実現できるのか”を経営者に理解させ

る

•将来どうなるのか、中長期のビジョンを提示

できていない

•IaaS上の開発とSaaS上の開発物について利

点・不利点の説明が明確に出来ていない

ライセンス 経験と開発力、人材

• 開発をスムーズに進めるには、
Power Platformを十分に理解し
た開発者が必要

•そもそもSaaSのプラットフォームで開発を

経験している開発者が少ない

•SaaSで開発すると言うことは、そのSaaSの

サービスを隅から隅まで理解していることが

求められる

•開発者はSaaSサービスの提供している「標

準機能」を理解している必要があるが、その

ような経験ある人材が少ない

•非機能要件の落とし込みもSaaS経験が必要
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テクニカルデザインの作成 (10-15%)
Create a Technical Design

Microsoft Dataverseの構成 (10-15%)
Configure Microsoft Dataverse

Power Appsの作成と構成 (5-10%)
Create and Configure Power Apps

ビジネスプロセス自動化の構成 (5-10%)
Configure business process automation

ユーザー 体験の拡張 (15-20%)
Extend the user experience

プラットフォームの拡張 (20-25%)
Extend the platform

統合されたソリューションの実現 (5-10%)
Develop Integrations

PL-400試験の出題範囲
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試験の取り組み方

▢ 開発者経験、開発言語がわかるだけで合格は難しい

PL-200：Power Platformと各種アプリケーション、サービスに

関する「機能レベル」の理解

• Power Platformは、もともとパッケージアプリケー

ションとして歴史を重ねてきた

• そのため、突然 “開発” だけを理解しようとするの

は難しく、パッケージアプリケーションとしての理解

（機能・仕組み等）が必要

GOAL

PL-100：アプリケーション作成（キャンバス、モデル駆動）

PL-400：プロフェッショナル開発

者としての開発手法理解
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本講義の進め方

STEP

1

プラットフォームとしての

Dataverseを理解する

モデル駆動アプリ、キャンバスアプリ

を理解する

ビジネスプロセス

（ワークフロー）を考慮する

開発を基本とする拡張の手法

を理解する

システム連携を検討する

STEP

2
STEP

3
STEP

4
STEP

5
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ジョブ

計算 & ロールアップ
フィールド

ビジネスルール

データ
整合性重複検出

プラグイン

ワークフロー

カタログと発見

データモデリング

レポート

Common Data

Model

リレーショナル
データベース

ファイルや Blob

ログファイル

準構造化されたデータ

検索

Data lake

イベント

Webhooks

データの出力

Dataverseの全体像
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• データベースとしてのDataverse

Part 1
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Dataverseのストレージ構成

▢ クラウド上で提供される最新の SaaSデータベース
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Dynamics 365で培った堅牢なプラットフォーム

▢ 歴史あるプラットフォームでAzure上
で最適化されて提供されている

▢ 手軽に、冗長化された環境を利用
可能
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Common Data Modelとは

▢ 既定で定義されているデータ定義
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CDMならではの利点

Dataverse

Sales アプリ その他のアプリ…

Power BI Dataflows
& Azure Data Lake

営業分析
顧客に関す

る洞察

サービス品質

の分析
…PowerApps

アプリ

CDMという定義があるからこそ、例えばDataverseのDBスキーマを簡単に

Azure Data Lakeにレプリケーションし再現できる（スキーマ定義を容易に行える）

データ統合

高度な分析

データ統合データ統合
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テーブルの特徴

▢ Dataverseで作成される「データベース テーブル」

フォーム（入力、参照）ビュー（一覧）

属
性

表
示

名
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

管
理

設
定

、
ア

ク
セ

ス
チ

ー
ム

設
定

、
監

査
設

定
、

モ
バ

イ
ル

設
定

な
ど

1 2 3 4

・案件名 1行テキスト
・売上予測金額 通貨型
・予測日付 日付型
・確率 オプションセット
・現在の状況 複数行テキスト
・顧客 Lookup（検索）

案件名 予測日付 予測金額 顧客 確率

プリンタ10台 2016/8/8 ¥1200000 豊田商事 60%

スキャナ20台 2016/10/1 ¥1320000 松ケン機械 20%

スキャナ30台 2017/3/31 ¥3000000 A教育委員会 50%

関連付け

取引先 活動 見積り 社員

プリンタ10台案件

顧客：

予測日付：

予測金額：

確率：

現在の状況

グラフ

1 2 3 4

系列1 系列2 系列3

製品

プリンタ10台案件

顧客：

営業担当：

現在の状況

訪問履歴

フ
ィ

ー
ル

ド

ビジネスルール

他テーブル

確率

“状況”を
必須

20%
Forecast
を“Yes”

50%>

営
業
案
件
テ
ー
ブ
ル

テーブルには：

・（いわゆる）DBテーブル

・（カラム）フィールド（列）

・（データをグリッド表示する）ビュー

・（データを入力する）フォーム

・（データを可視化する）グラフ

・（機能）ビジネスルール

…などが含まれる
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DBの理解①：テーブルの種別

▢ 標準テーブル

▢ 活動テーブル

▢ 仮想テーブル（バーチャルテーブル）
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DBの理解②：テーブルやカラム（列）の構造

▢ リレーションシップが構成可能なSQL Serverデータベース構造
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テーブル作成時の設定

▢ 表示名、複数名は変更可能

▢ 名前（スキーマ名）は新規作成時以降変更不可

▢ プライマリフィールド
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テーブルの再編集

▢ 一度作成したテーブル、またはCDMテーブルは後からでも編集可能
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DBの理解③：フィールド

▢ スキーマ

▢ データの種類
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DBの理解③：（特殊）フィールド

▢ 計算

https://learn.microsoft.com/en-us/power-apps/teams/formula-
columns

▢ ロールアップ フィールド

▢ オートナンバー

https://learn.microsoft.com/en-us/power-apps/teams/formula-columns
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テーブルで提供される機能

▢ コラボレーション

▢ 重複・簡易フォーム・フロー

▢ Dynamics 365 for Outlook

テーブルがもつ「機能」の設定は、GUIで行うのが基本。

機能の多くはアプリケーションレイヤーに実装（例：プラグインとして実装）されているため、有効化や無効化はAPI経由ではなくアプリケーション上で行う
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DBの理解④：リレーションシップ

▢ テーブル間の関連付け

▢ 関連付けの種類

営業案件
(関連)

営業
取引先

企業

(主)

営業案件

(関連)
1:N

イベントイベント

非表示の

交差する

テーブル

セミナー

1:N 1:N

N:N イベントイベント
取引先

担当者 イベントイベント

カスタム

テーブル

セミナー

1:N 1:N

N:N イベントイベント
取引先

担当者
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フィールド マッピング

▢ フィールドマッピング

▢ フィールドマッピングの制限



41
41

DBの理解⑤
：テーブルやフィールド作成・変更をWeb APIで実行する

▢ テーブルやフィールドの作成や変更は

Web APIからテーブルを作成、変更することにより、Dataverseを一般のDBライクな使い
方が可能になる
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• セキュリティを理解する

Part 2
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Dataverse セキュリティの概念図（GUI、APIアクセス共通）

テーブル

Field 1 Field 2 Field 3 Field 4

レコード

フィールド

機能
• カスタマイズ
• Excelエスクポート など

UI要素
• ダッシュボード
• フォーム
• ビジネスプロセス



4444

セキュリティロールとは

▢ ユーザやチームが持つアクセス許可を定義

▢ セキュリティロール≒セキュリティグループ
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特権とは

▢ 権限はDataverseにおいてもっとも基本的なセキュリティ単位

▢ システムの各テーブルでユーザがどのアクションを行えるのかを定義

▢ 特権はアクセスレベルとの組み合わせで使用

▢ 例：
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既定のセキュリティロールを理解する

▢ Dataverseはあらかじめ定義済みのセキュリティロールが定義されている

▢ システム管理者ロールは修正不可

▢ 追加のロールを必要に応じて定義可能
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セキュリティロール：複数ロールの影響

▢ ユーザーはOR条件で全てのロールの全ての権限を得る

セキュリティロール：

サポート担当

取引先企業

営業案件

サポート案件

読み込み 書き込み 割り当て

セキュリティロール：

営業担当

取引先企業

営業案件

サポート案件

事実上のアクセス許可

取引先企業

営業案件

サポート案件
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部署とは

▢ セキュリティの論理的境界

ルート部署
（マイクロ商事）

金属事業部

金属資源

統括部

アジア本部

エネルギー
事業部

半導体
事業部

ルート部署

• 名前の変更は可能

• 無効や削除は不可

• 上位部署を持つように移動は不可

下位部署

• 名前の変更は可能

• 無効や削除は可能

• 上位部署を持つように移動は可能
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アクセスレベル

▢ アクセス対象のレコードの所有者が、アクセス者から見てどの場所に所属するのかにより、
特権の適用範囲が決定

ルート部署
（マイクロ商会）

営業統括本部

関東営業本部

(所有者=アクセス者)

(所有者とアクセス者が同じ部署に所属)

(所有者がアクセス者の部署配下に所属)

(所有者がアクセス者の組織のどこにでも所属=全レコード
に権限を持つ)

？

営業員Bさんの所属するセキュリティロールのアクセスレベルと部署
による挙動の違いは？

関東営業本部

Bさんのセキュリティロール

営業統括本部

関東営業本部

取引先企業
ファブリカム株式会社
所有者:営業員Aさん



5050

チームとは

▢ 2種類のチーム：「所有者」と「アクセス」

▢ 各部署はデフォルトのチームがあり、ユーザを追加、削除は不可

▢ Azure AD Groupとの連携可

なれない

割当てられない
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カスタム テーブルとセキュリティ ロールの設定

▢ カスタム テーブルにもセキュリティ ロールでアクセス権を定義する必要
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※追加と追加先とは

▢ 追加：他のレコードに付随可能

▢ 追加先：他のレコードを付随することが可能

▢ アプリケーションの挙動は両者の組み合わせ

取引先企業に追加先特権

がない場合

365 には何も表示されな
い、なぜならそれにレコード

が付随していないため

取引先企業に追加先特権がある

ドキュメントにだけ追加特権

がない場合

取引先企業に追加先特権がある

ドキュメントにも追加特権

がある場合
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プログラムからのアクセス

▢ 開発要素によって、認証要不要がある

▢ 実行用ユーザーアカウントもセキュリティロールの適用が必要

▢ 実行ユーザー
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アプリケーションユーザー

▢ アプリケーション実行時に利用可能なセキュアな実行アカウント
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アプリケーションユーザーの扱い

▢ アプリケーション実行用アカウントとしてライセンスは不要

▢ 通常のユーザーと同様、セキュリティロールを適用する
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• ソリューション

Part 3
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ソリューションとは

▢ 「ソリューション」はDataverseのカスタマイズを作成、パッケージ化、展開、
管理するために使用

◼ 目的など関連した変更毎に個別のソリューションを作成

ダッシュボード

カスタマイズ
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ソリューションコンポーネントの特定

▢ ソリューションに含められるコンポーネント

テーブル

フィールド

1:N / N:N 関連付け

オプションセット

つながり接続

アプリ

サイトマップ

Webリソース (Jscript, HTML, 画像,…)

コンポーネント

ダイアログ

ワークフロー

プラグインアセンブリ

プラグインメッセージ処理手順

クラウドフロー

セキュリティロール

アクセス権設定

フィールドレベル

セキュリティプロファイル

電子メール

契約

記事

差し込み印刷用

ダッシュボード

レポート

チャート

注意：レコードデータそのものはソリューションには含まれない

グローバルオプションセット

チャットボット
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マネージドおよびアンマネージドソリューションの作成

▢ 新規に作成したソリューションは
アンマネージド

▢ エクスポート時に種類を指定
◼ マネージドとしてエクスポート

◼ アンマネージドとしてエクスポート

▢ 別システムにインポート
◼ 元々のシステム ソリューションに上書き

◼ マネージド ソリューションの削除
• ソリューションによりインポートされた

コンポーネントのカスタマイズも削除

◼ アンマネージド ソリューションの削除
• ソリューションによりインポートされた

コンポーネントのカスタマイズは残る

アンマネージド
ソリューション

カスタマイズの開始

アンマネージド
ソリューション

マネージド
ソリューション

マネージドとして

エクスポート

アンマネージドとして

エクスポート

環境 B にソリューションを

インポート

環境 A

システム ソリューション

マネージド
ソリューション

アンマネージド
ソリューション

環境 B
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ソリューションのエクスポート

▢ ソリューションをエクスポートすると、コンポーネントの情報が含まれた.zip形
式のファイルを生成可能
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ソリューションチェッカー

▢ 実行に際して不整合、極端なパフォーマンス低下をチェック



6262

ソリューションのインポート

▢ インポートを実施すると

▢ アンマネージドは『アンインストール』不可

▢ マネージドはコンポーネントの実態有り
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ソリューションのレイヤリング

▢ システム ソリューションと対話する方法

マネージドソリューション

システムソリューション

アンマネージドソリューション

単一レイヤー

テーブル

テーブル

サイトマップ

サイトマップ

サイトマップ

テンプレート

Webリソース

テーブル サイトマップ テンプレート Webリソース
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マネージドパッチ

▢ ソリューションとパッチ（修正分）をレイヤーで管理

マネージドソリューション

- 複数レイヤーで管理

ソリューション毎にレイヤーを管理

システムソリューション

アンマネージドソリューション

単一レイヤー

ソリューション A 1.0 (マネージド)

Solution B 1.0.0.0 (Managed)

Solution C 1.0.0.0 (Managed)

ソリューション A 1.0.2.0 (パッチ – マネージド)

ソリューション A 1.0.2.0 (パッチ – マネージド)
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管理プロパティ（マネージドプロパティ）

▢ ソリューションコンポーネントのカスタマイズ可否の定義

▢ 管理プロパティは以下を含む：

▢ クラシックのソリューションエクスプローラーから実施

既定でマネージド プロパティの設定は、すべての種類のソリューション コンポーネントが完全にカス
タマイズ可能であると見なされます。 この既定動作は変更できません。

ただし、開発者はソリューション コンポーネントの定義を “ロックダウン” して、ソリューション コンポー
ネントを壊す可能性がある変更を避けたり、将来のソリューション コンポーネントの保守を容易に
することができます。
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• 環境

Part 4
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環境を理解する

環境の種類 内容 セキュリティ

既定 • 特別な種類の環境

テナントに自動的に作成され、テナントのすべてのユーザーに共有される

• 既定の環境は削除不可

• バックアップ・復元不可

• 最大32Gbまで

Dataverseのセキュリティ適用

実稼働 • 組織での恒久的な作業に使用することを目的とする環境

• 展開には最低 1 GB のデータベース容量が必要

• 既定ではPower Apps ライセンスを持つユーザーであればだれでも実稼

働環境を作成し、所有することが可能

Dataverseのセキュリティ適用

サンドボックス • コピーやリセットなどの機能を提供する非運用環境

• 運用とは別に開発やテスト目的で作成する

• 環境の作成は管理者のみに制限可能。ただし、実稼働環境をサンド

ボックスへ変換することをブロックはできない

Dataverseのセキュリティ適用

試用版 • 30日間利用可能

• 期限後は自動的に削除される

Dataverseのセキュリティ適用

開発者

（コミュニティープラン）

• 各ユーザーが無償で利用できるコミュニティーライセンスに基づく環境

• 各ユーザーがサインアップすることを止めることができない

（サポートに依頼して止めることも可）

• 所有者専用の特別な環境であり、他のユーザーと共有することはできな

い

Dataverseのセキュリティ適用

Dataverse for Teams • Microsoft Teamsチームに対して作成する環境 Teamsチームの所有者・メンバ

－・外部ユーザーに準ずる
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環境を管理する Power Platform 管理センター

▢ 環境にまつわるすべての管理が可能なセンター
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開発のための環境を検討する

▢ Dataverseの特徴は「簡単」に「目的別」の環境を作成できること
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サンドボックス環境固有の機能

▢ 開発、UATなどで利用できる「実稼働」ではない環境

▢ サンドボックス固有の機能
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環境ごとに利用ユーザーを選択する

▢ Dynamics 365インスタンスを複数作成した場合

▢ インスタンスごとに、利用対象となるユーザーを絞り込む
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• Dataverseで開発に必要なツール/サービス

Part 5
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Visual Studio / Visual Studio Code

▢ エンタープライズ開発も可能な高機能IDE

▢ 無償で利用できる高機能エディタ
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SDK

▢ 開発に必要なSDKはNuGet
から提供
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Azure DevOps

▢ アジャイル開発をサポートするための各種サービスを提供
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GitHub Actions

▢ Azure DevOpsで提供されているAzure Pipelineと同様、ソリューショ
ンのCI/CD展開を可能にする
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ツール：マイクロソフトが提供

▢ 開発者用ツールはNugetから提供
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ツール：マイクロソフトがサンプルとして提供

▢ GitHub上でいくつかの便利なツールをマイクロソフト レポジトリで公開
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ツール：コミュニティが提供

▢ XRMToolBox
https://www.xrmtoolbox.com/

https://www.xrmtoolbox.com/
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8181

模擬問題：

▢ 必須フィールドのデータ型を選択する必要があります。どのデータタイプを使用する必要
がありますか？

列 タイプ

1. 部門 A. テキスト列

B. 選択肢列

C. 一意識別子列

D. 所有者列

2. 終了日 A. テキスト列

B. 期間列

C. 日付列

D. 選択肢列

3. トーナメントオーナー A. テキスト列

B. 参照列

C. 選択肢列

D. 一意識別子列
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模擬問題：

▢ 列を適切なタイプで構成する必要があります。どのタイプを使うべきでしょうか？

列 タイプ

1. 顧客レコードの医師名列 A. 参照列

B. 計算列

C. テキスト列

D. 選択肢列

2. 自動生成の再処方日列 A. ロールアップ列

B. 計算列

C. 通貨列

D. 整数列

3. Doctorテーブルの医師名列 A. テキスト列

B. 参照列

C. 画像列

D. 選択肢列
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模擬問題：

▢ ある国際的な企業では、広い地域にわたって赤信号のカメラと交通違反を管理する一連のクライアン
ト・サーバー・アプリケーションを管理しています。日々の交通違反の件数は非常に多く、増加の一途をた
どっています。あなたは、Microsoft Power Platform アプリケーションを使用して、以下の種類のデータ
を管理することを計画しています。
➤既存の自動車免許データをDataverseにインポートし、簡単にクエリできるようにする必要がある。
➤赤信号カメラの画像は、後で分析できるようにレポジトリに保存しなければならない。
➤交通違反に関する情報を保存し、車両の詳細と関連付ける必要がある。
新しいアプリのために、データストレージの仕組みを選択する必要があります。どのデータストレージの仕組
みを使うべきでしょうか？

データ データストレージ

1. 自動車免許データ

2. 赤信号カメラの写真

3. 交通違反情報

選択肢

テーブル

Azure Cosmos DB

Azure Storage Blob
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模擬問題：

▢ ある学区では、生徒情報および生徒の成績記録を標準化したいと考えています。学
区内の生徒は、特定の学校に配属されます。生徒は、授業記録を使用して評価され
ます。生徒が学年の途中で転校する場合、新しい学校の管理者が生徒の現在の授
業履歴を利用できるようにする必要があります。授業履歴レコードをそれぞれの授業レ
コードに接続するために、Microsoft Dataverseテーブルを構成する必要があります。
どのようにテーブルを構成しますか？

構成の設定項目 値

1. 授業履歴レコードの所有者 A. 組織

B. ユーザー

C. ユーザーまたはチーム

D. チーム

2. 授業履歴テーブルから生徒テーブルへ

のリレーションシップ

A. 多対一

B. 一対多

C. 多対多

3. 授業履歴テーブルと生徒テーブルのリ

レーションシップの動作

A. 上位下位

B. 参照

C. カスタム
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模擬問題：

▢ ある会社で、Dataverseのロールアップフィールドを使用して、顧客の保険エクスポージャーとリスクプロファ
イルを計算しています。ユーザーから、新しい保険契約が作成されたときに、システムでロールアップフィール
ドの値を更新されないとの報告がありました。保険契約の作成後、直ちにロールアップフィールドの値を再
計算する必要があります。どうすればよいですか。

A. 顧客テーブルに、保険エクスポージャーとリスクに関する新しいフィールドを作成する。新しい
保険契約レコードが作成されたときに実行されるワークフロープロセスを作成し、保険契約レ
コードからの値の合計を計算する。

B. 新しい保険契約レコードが作成されたときに実行されるように、ロールアップフィールドの一括
計算ジョブを更新する

C. 顧客レコードが更新されたときにロールアップフィールドの更新を強制するビジネスルールを作
成する

D. 顧客テーブルに、保険エクスポージャーとリスクに関する新しいフィールドを作成する。新しい
保険契約レコードが作成されるたびに実行されるプラグインを作成する
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模擬問題：（２CDSを理解する）

▢ ある企業では、Dataverseをベースにした新しいシステムを作成しています。
企業の要件を満たすDataverse機能を選択する必要があります。
どの機能を選択する必要がありますか？

要件 機能

1．プライマリーレコードが削除されたとき、関連した参照

レコードも削除される

2. あるレコードがユーザーに割り当てられたとき、すべてのア

クティブな参照レコードも同じユーザーに割り当てられる

3.プライマリーレコードが削除されたとき、関連した参照レ

コードは削除されない

機能

ユーザーによる所有

参照・削除制限

伝播

上位下位
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模擬問題：

▢ ある組織には、Dynamics 365 Salesの環境があります。開発環境では、
BusinessRule1というビジネスルールを取引先企業テーブルに作成します。マネージドソ
リューションの一部として、BusinessRule1 を本番環境にデプロイします。あなたは、本
番環境から BusinessRule1 を削除する必要があります。どの3つのアクションを順番に
実行する必要がありますか？

選択肢

1. 開発環境でソリューションに移動する

2. 本番環境で新しいマネージドソリューションを作成する

3. ソリューションをマネージドでエクスポートし、本番環境にインポートする

4. 本番環境で新しいビジネスルールを追加する

5. BusinessRule1を含むソリューションを選択し、ビジネスルールを非アクティブにする

6. BusinessRule1を含むソリューションを選択し、テーブルからビジネスルールを削除する
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模擬問題：

▢ あなたは、ユーザーのグループにセキュリティロールを割り当てる必要がありま
す。どのセキュリティロールを使うべきですか？

ジョブロール セキュリティロール

1. インターン

2. マネージャー

3. 営業担当者

選択肢

Environment Maker

システム管理者

Basic User

システムカスタマイザー
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模擬問題：

▢ あなたは、ある会社のキャンバスアプリを作成しています。営業担当者用のセキュリティロールが作成され、
営業マネージャー用の2つ目のセキュリティロールが作成されています。キャンバス アプリには、次の要件が
あります。
➤営業マネージャーは、自分のビジネスユニットの営業担当者の記録を見ることができる。
➤営業案件レコード内の販売確率データを閲覧できるのは、営業マネージャーだけである。
➤同じ地域に配属された営業担当者と新入社員は、販売記録へのアクセス権を共有する。
アプリにアクセス許可を割り当てる必要があります。どのセキュリティ オプションを使用しますか。

シナリオ セキュリティオプション

1.営業マネージャーは、自分のビジネスユニットの営業

担当者の記録を見ることができる。

2.営業案件レコード内の販売確率データを閲覧できる

のは、営業マネージャーだけである。

3.同じ地域に配属された営業担当者と新入社員は、

販売記録へのアクセス権を共有する。

選択肢

ロールベースのセキュリティ

列レベルのセキュリティ

レコードレベルのセキュリティ
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模擬問題：

▢ ある大学が Dynamics 365 Sales を導入しました。
いくつかの部署では、営業案件レコードを使用して、自部署内のプロジェクトの資金調達のための入札を
行っています。いくつかの部署では、自部署のプロジェクトの資金調達のために入札を行うために営業案
件記録を使用しています。各部門が自分のレコードに対してのみ作業を行えるようにシステムを設定しま
す。複数の部署の社員が一つの営業案件に対して一緒に作業する必要があることがよくあります。他の
部門からの営業案件を見ることができないことを報告しています。必要なときに、複数の部門の従業員
が同じ営業案件で作業できるようにする必要があります。

解決策：営業案件に対する組織レベルのアクセス権を持つセキュリティロールを作成する。このセキュリ
ティロールを、アクセスが必要な2つの部門の全メンバーに与える。
この解決策は目標を達成しましたか？

A. Yes

B. No
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模擬問題：

▢ ある大学が Dynamics 365 Sales を導入しました。
いくつかの部署では、営業案件レコードを使用して、自部署内のプロジェクトの資金調達のための入札を
行っています。いくつかの部署では、自部署のプロジェクトの資金調達のために入札を行うために営業案
件記録を使用しています。各部門が自分のレコードに対してのみ作業を行えるようにシステムを設定しま
す。複数の部署の社員が一つの営業案件に対して一緒に作業する必要があることがよくあります。他の
部門からの営業案件を見ることができないことを報告しています。必要なときに、複数の部門の従業員
が同じ営業案件で作業できるようにする必要があります。

解決策：アクセスチームのテンプレートを使用し、2つの部門のメンバーにアクセス権を与える。
この解決策は目標を達成しましたか？

A. Yes

B. No
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模擬問題：

▢ Dynamics 365 Sales 環境を持つ金融機関では、勘定科目のテーブルか
ら勘定残高フィールドを特定のユーザーにのみ表示することが求められてい
ます。
特定のユーザーのみが閲覧できるようにする必要があります。口座残高
フィールドのフィールドセキュリティを設定する必要があります。
あなたはどの3つのアクションを実行する必要がありますか？
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模擬問題：

▢ ある組織では、Dynamics 365 Salesを使用しています。この組織には、経理部門とカ
スタマーサービス部門があります。カスタマーサービス部門のユーザーが、取引先担当者レ
コードの残高フィールドの値を変更できないように制限する必要があります。このフィール
ドを編集できるのは、経理チームだけにしなければなりません。カスタマイズせずに適切な
ソリューションを作成する必要があります。
最初に何をすべきですか？
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模擬問題：

▢ ある企業ではDynamics 365 Salesを導入しています。営業案件認定プロセスにおいて、セールスマネー
ジャーのみが重要案件を承認をできるようにしなければなりません。
承認状況を格納するための新しいフィールドを作成する必要があります。新しいフィールドを作成して安
全に管理するためにあなたが順番に実行すべき3つのアクションはどれですか。

選択肢

1. 新しいフィールドセキュリティプロファイルを作成する

2. 承認フィールドの監査を有効化する

3. アクセスチームテンプレートを作成し、営業案件テーブルへのアクセス権を定義する

4. 営業案件テーブルの変更記録を有効化する

5. 新しいフィールドの閲覧、更新、作成を有効に設定し、セールスマネージャーをフィールドセキュリティプロファイルのメン

バーに追加する

6. 承認フィールドのフィールドセキュリティを有効化する

7. 営業案件テーブルでセールスマネージャーセキュリティロールの編集特権を有効化し、チームのセールスマネージャーに

セールスマネージャーセキュリティロールを割り当てる
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模擬問題：

▢ あなたは、ユーザーが必要なグラフを作成できるようにする必要があります。あなたはどの
2つのアクションを実行する必要がありますか？各回答は、解決策の一部を提示しま
す。

A. 取引先企業テーブルを表示するために簡易表示フォームを作成する。

B. 年間収益列にフィルター列を構成する。

C. 取引先企業フォームに「施設」フィールドを追加する。

D. 取引先企業フォームから年間収益列を削除する。

E. 年間収益を値の小さいものから大きいものへと並べたビューを作成する。
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模擬問題：

▢ Account（取引先企業）テーブル
に AlternateKey1 という名前の代
替キーを作成します。AlternateKey1
の定義は、右の図に示されています。
図に示された情報に基づいて、各問
題の答えを選択してください。

問題 選択肢

1．AlternateKey1の定義に基づいて
どのように一意性が強制されてま
すか？

A. Account NumberとAccount Nameの組み合わせが一意でなければならない

B. Account NumberとAccount Nameのいずれかが一意でなければならない

C. Account NumberとAccount Nameの両方が一意でなければならない

2. AlternateKey1に３つめの列を追加し

ます。何をするべきですか？

A. AlternateKey1を更新して足りない列を追加する

B. AlternateKey1を削除してから３つの列を定義に加えて再作成する

C. AlternateKey2という足りない列のみを定義した新しい代替キーを作成する
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模擬問題：

▢ ある金融サービス会社では、Dataverseを利用してソリューションを開発しています。
この会社では、開発インスタンスと本番インスタンスを使用しています。
ソリューションを開発インスタンスから本番インスタンスに移行する必要があります。

この目標を達成するために考えられる2つの方法はどれですか。
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模擬問題：

▢ ある企業では、Dynamics 365 Salesのテーブルの関係性を図示する必
要があります。この図を表示するのに、適切なツールは何ですか？
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Power Appsの構成要素
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キャンバスアプリ開発の特徴

▢ GUIで誰もが簡単に、高速にアプリケーション作成

▢ 但し、GUIで作成するため、一般的に下記の制約が発生する

▢ 大量のデータを扱わなければならない場合は「委任」を含め十分に検証が
必要
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モデル駆動型アプリ開発に関する概要

▢ アプリケーションとしての「見た目の華」はそれほどないが….

▢ Power Apps Component Framework (PCF) の登場により、さらに柔
軟な拡張が可能
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ポータル

▢ ポータルは新しい製品ではなく、Adxstudio社が提供していたDynamics 
CRMとIISで展開するポータルサイト製品を2015年にマイクロソフト社が買
収し現在提供されている

▢ 現在はPower Appsポータルとして提供

▢ サーバーサイド+クライアントサイドのアーキテクチャ



105

Part 2



106106

キャンバスアプリを作成する手順

▢ 代表的なアプリ作成の流れ

Webデザイナー

へアクセス

画面サイズの

決定

コンポーネン

ト挿入
ロジック実装 動作確認 運用・修正

https://make.powerapps
.com

https://make.powerapps.com/
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キャンバスアプリと画面サイズ

▢ 大きく2つの画面サイズ
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キャンバスアプリが提供するコンポーネント
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キャンバスアプリのカスタムコンポーネント

▢ キャンバスアプリを編集できるのは一度に一ユーザー
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キャンバスアプリで使用可能な関数の一例

▢ 条件判断

▢ Null判断

▢ 文字列操作

▢ テーブル操作

▢ データソース

▢ 変数

条件式、文字列、データ抽
出や変数などが扱えれば、
あとは都度調べながらでア
プリの作成は可能
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キャンバスアプリの保存先とバージョン

▢ ローカル保存（ファイルとして保存）

▢ クラウド保存（推奨）

▢ キャンバスアプリは一度名前をつけて保存後は自動保存が有効になり、
変更に対応して保存される

▢ バージョン機能が有効になっており、任意のバージョンへ戻すことが可能
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キャンバスアプリのデバッグ

▢ モニターデバッグセッション
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キャンバスアプリとソースコード

▢ キャンバスアプリ( .msapp)を解凍し、VSCodeでソースコード編集
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モデル駆動型アプリの作成

▢ ユーザーに提供したいテーブルとその要素を組み合わせ、
一つの「アプリケーション」として提供する
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サイトマップ

▢ アプリケーション毎にサイトマップをもつ構成情報
• フォーム、ビューなどのテーブル構成要素の選択と変更

ア
プ
リ

フォーム
A

ビュー
B
C

グラフ
A
C

セキュリティロー
ル

テーブル

フォーム
A
B
C

・・・

ダッシュボード

A
B
C

ビュー
A
B
C

グラフ
A
B
C

ビジネス プロセス
フロー

A
B
C
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サイトマップデザイナー

▢ サイト マップはアプリのナビゲーションを定義

▢ タイル ベースのデザイナー ベースを使用して、アプリのサイト マップを簡単に作成

▢ ソリューション、またはアプリデザイナーから起動
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※モダンなモデル駆動アプリ作成とサイトマップ

▢ “ページ” という概念で構成
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フォームの種類

フォームの種類 説明 イメージ

メイン
テーブル データとやり取りするための、メイン ユーザー イン

ターフェイス

簡易作成
レコードの新規作成のために最適化された基本フォーム

(必要最低限の入力目のみを表示させる)

簡易表示
メイン フォーム内の検索フィールドによって参照されるレ

コードの属性データを表示

カードフォーム
画面を小さくした際にカードフォームでレコードを表示、ま

たは対話型ダッシュ ボードのストリームにデータを表示
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フォームの作成 (または既存フォームの編集)

▢ フォームはテーブルにデータを入力、または、参照、更新、削除するために使用

▢ カスタマイズ画面の開き方

▢ フォームのカスタマイズでは、以下を実施
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フォームの作成 (フォームの構成)

▢ ヘッダー

▢ フッター

▢ 本文領域

ツールバーで要素切替

ヘッダーフッターの編集
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フォームの作成 (タブ、セクション、フィールド)

▢ タブ

▢ セクション

▢ フィールドエクスプローラ
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特殊なフォームコンポーネントの使用

▢ サブグリッド

▢ タイムライン
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JavaScript等をフォームに適用する

▢ フォームとJavaScript
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ビューの概要と種類

▢ ビュー

▢ ビューの種類

セレクタ内の[システムビュー]の順番は
常にabc順 (任意に変更不可)
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システムビューの特徴と種類

▢ 特徴

▢ システムビューの種類（1）
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システムビューの種類 (続き)

▢ システムビューの種類 (2) [続き]
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コマンド バーの開発（クラシック）

▢ フォーム上部およびビュー上部のコマンド バーのカスタマイズ

▢ 当該テーブルの XML ファイルを編集（※）
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（モダンな）コマンドバー開発

▢ 新しいモデル駆動アプリデザイナーから
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Power Apps component frameworkとは

•カスタムUIコンポーネントを実現するた
めのフレームワーク

•モデル駆動アプリとキャンパスアプリに
対応する

•パフォーマンスや使い勝手を大幅に
向上させるための基本機能を搭載

•Dynamics 365アプリケーションでも採
用されている高い信頼性

•Power Apps CLIなど最新の開発
ツールを利用したモダン開発が可能
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Screen

Screen

App App

Form

View
Dashboard

Ap

p

キャンバスアプリケーション モデル駆動型アプリケーション

コネクタ 関数

> > > BPF > > >

ビジネスロジック

キャンバスで利用可能なCF

キャンバス、モデル駆動ともにサポート

▢ 同一のコンポーネントを「再利用」可能なコンポーネントとして定義し拡張
開発

モデル駆動の統一UIキャンバスアプリケーションのコントロールとして

コネクタ 関数

※注意：キャンバスアプリのPCF対応は現在プレビュー中の機能であり、限定的に利用が可能

つまり、モデル駆動でサポートされているフルセットのAPIがキャンバスアプリでサポートされているとは限らない
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どのようなコンポーネントが開発できるのか

• カスタムUIグラフ

• ステップの表示

• コネクタで取得された外部

データを表示する

• グリッド表示を拡張

• ドラッグ＆ドロップ操作に

対応したコントロール

• リッチなカレンダー
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身近なところにもPCFが採用されている

▢ Power Apps 標準コンポーネントでもPCFが採用されている
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Power Apps Component Frameworkをの利点

▢ Webリソースで同様の開発を行う場合：

▢ PCFの利点
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コンポーネントの構成

▢ Power Appsコンポーネントは下記の構成で成り立つ

コントロール定義

• 名前

• バージョン

• プロパティ

• リソース（ファイル）

マニフェスト

コード記述

• TypeScriptまたは
JavaScript

• UI

• ファンクション

コンポーネント実装

リソース

• 画像

• ローカライズラベル

• CSS

• JSライブラリ…など

リソースファイル集
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コンポーネントを開発する手順①

▢ パート１

Power Apps 

CLIのインストール

プロジェクトの作

成

マニフェストの作

成または更新

コンポーネントの

スタイル定義

コンポーネントの

ビルド
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コンポーネントを開発する手順②

▢ 続き

デバッグ実施
ソリューション

ファイル作成
テスト デバッグ リリース
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Power Apps ポータル（Power Pages）

▢ Azure上でアプリケーションとし
て提供されるポータルサイト

▢ テンプレートベースで高機能な
ポータルサイトを短期間で構築
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参考：利用できるポータル テンプレートの種類

▢ Dynamics 365環境の場合

▢ Dynamics 365ライセンスがない環境

※ 現状、1つの Dynamics 365 インスタンスには、1つのポータルのみ展開可能（一つのテンプレート）
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参考：ポータルテンプレート別初期機能 （D365ライセンス環境）

機能 カスタムポータル 顧客セルフサービス パートナー 従業員セルフサービス コミュニティ

ポータルの基本 〇 〇 〇 〇 〇

サポート情報 〇 〇 〇 〇

サポート 〇 〇 〇 〇

フォーラム 〇 〇 〇 〇

Azure AD認証 〇

アイディア 〇

ブログ 〇

パートナーパイプライン 〇

プロジェクトサービス 統合機能 〇

フィールドサービス統合機能 〇
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Power Apps Studio for Portal と ポータル管理

▢ GUIでポータル作成が可能な標準エディタ

▢ テンプレート作成、スクリプト作成等の開発作業
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ポータルの構成要素（主要なもの）

▢ テーブル – 構成情報

• Web サイト
• ページ テンプレート
• リダイレクト
• サイト マーカー
• サイト設定
• Web サイト バインド

• コンテンツ スニペット
• テーブル フォーム
• テーブル リスト
• ショートカット
• Web ファイル
• Web フォーム
• Web リンク セット
• Web ページ
• Web テンプレート

• 取引先担当者
• コンテンツ アクセス レベル
• テーブルのアクセス

許可
• 招待状
• 公開状況移行ルール
• Web ページ アクセス制御ルール
• Web ロール
• Web サイトのアクセス許可

▢ Liquid – 開発する際に利用するもの
• ビルトイン Liquid テンプレート
• Liquid オブジェクト
• Liquid タグおよび Dataverseテーブルタグ

• 広告
• アンケート
• フォーラム(D365)
• ブログ(D365)
• アイデア(D365)
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開発の中心はWeb テンプレート

▢ Web テンプレートでの開発

ページ
テンプレート

Web
テンプレート

コンテンツ
スニペット

ブログ

フォーラム

・・・

※オプション

※オプション

※オプション
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ポータル上で利用者自身がレコードを管理する仕組み

▢ 利用者は既定の「所有者」フィールドでは管理されない

▢ テーブル フォームにて管理する

取引先担当者: 赤城 貴子さん
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ポータルのアクセス権 - Web ロールの理解

▢ Web ロールとは

Web ロール名 説明

管理者 ポータル管理者に適用される既定のもの

匿名ユーザー サインインしていないポータル利用者に適用される既定のもの

認証されたユーザー サインイン済みのポータル利用者に適用される既定のもの

▢ 既定で用意されている Web ロール
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模擬問題：

▢ あなたは、大きなレコードセットを管理するためのキャンバスアプリを作成することを計画
しています。ユーザーは、データをフィルタリングし、ソートする予定です。
潜在的なパフォーマンスの問題を軽減するために、キャンバスアプリの委任を実装する
必要があります。
どの2つのデータソースを推奨しますか？
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模擬問題：

▢ ある宅配便会社が、荷物の追跡と配達のためにキャンバスアプリを使用しています。このアプリでは、データ
ストアとして SQL Server を使用しています。データベースには、次のテーブルが含まれます。このアプリには、
必要な情報を保存するための以下のコードが含まれています。

テーブル コメント

Receivers
配送商品を受け取る顧客の情報を格納する。レコードを一意に管

理するためにSBsqlidというアイデンティティ列を使用する。

Packages
パッケージの詳細情報を保存する。従業員はパッケージを受け取る人

を照会するためには配送中に詳細情報を更新する。

問題

1. レコードが作成されるときPatchによってアイデンティティ列が生成される

2. 3行目のPatchは特定のパッケージを受け取った顧客への参照を作成する

3. パッケージを受け取る顧客への参照を正しく作成するために、コードにlookup関

数を追加する必要がある

4. 12行目のPatchは複数のレコードをマージする
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模擬問題：

▢ ある美術学校では、Dataverseプラットフォームをベースにしたカスタムのキャンバスアプリ
を使用しています。アーティストがArtistキャンバスアプリを使用するとエラーが発生し、
ページの切り替えが遅延します。これらの問題の原因を特定する必要があります。どの
トラブルシューティングメソッドを使用すべきですか？

問題 選択肢

1. Artistsキャンバスアプリにエラーが

ある

A. Power Apps Checker

B. Solution Checker

C. Site Map validation

2. アプリの動作が遅い A. Power Platform管理センター

B. Power Apps Analyticのサービスパフォーマンス

C. Dynamics 365 Service Health

D. Power Appsクライアントのセッション詳細
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模擬問題：

▢ キャンバスアプリを編集モードで開くと、図のような警告メッセージが表示されます。図に
示された情報に基づいて、各質問の答えとなる選択肢を選んでください。

問題 選択肢

1. 警告についてトラブルシューティ

ングするにはどうすればよいです

か？

A. 「ソリューションチェッカー」に移動して結果を確認する

B. 「アプリのチェック」に移動して数式のセクションを展

開する

C. 「高度なツール」に移動して「監視」を開く

D. 接続に移動して新しい接続を追加する

2. どのコンポーネントについてトラ

ブルシューティングするべきです

か？

A. App

B. Screen1

C. customHeader_1

D. Gallery1
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模擬問題：

▢ あなたは、5つの小売店を持つパン屋向けに、Power Platformベースの注文管理キャンバスアプリのス
イートを作成しました。各店舗では、タブレット端末を使用して在庫を管理し、注文を処理します。元の
注文追跡アプリに次の変更を加える必要があります。
➤配送のオンライン注文を受けたとき、注文先に最も近い場所にある店舗に注文を送信する。
➤集荷のオンライン注文を受けたとき、店舗スタッフがアプリに見積もり時間を入力することを義務付け
る。スタッフは注文を準備した後、アプリでを使用し、注文の準備ができたら顧客に通知する。
➤店長が会社の週刊ニュースレターをパーソナライズし、店舗独自の特売情報を追加できるようにする。
ソリューションの実装に必要なカスタムコードと設定の量を最小限に抑える必要があります。
何を使用するべきですか？

要件 コンポーネント

1. 最も近い場所にある店舗を特

定する

A. Power Automateフロー

B. プラグイン

C. Logicアプリ

2. 注文を準備するのにかかる時

間を見積もり、顧客に通知する

A. 既存のキャンバスアプリ追加した新しい画面

B. 新しいキャンバスアプリ

C. 新しいLogicアプリ

3. ニュースレターをメールで顧客に

送付する

A. Eメールボタンで実行するPower Automateフロー

B. 手動で実行するPower Automateフロー

C. Eメールボタンで実行するPower Automate UIフロー
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模擬問題：

▢ あなたは、従業員が個々のプロジェクトに費やした時間を追跡するための
モデル駆動型アプリを作成しています。
あなたは、会社の要件に従ってアプリを構成する必要があります。どのコン
ポーネントを構成する必要がありますか？

要件 コンポーネント

1. Project Name列に保存された値が、高度な検索で見つ

かるようにする

A. テーブル

B. ビュー

C. コネクタ

2.時間入力時、操作の開始日と終了日の想定として、当初

の想定時間を表示する

A. 簡易表示

B. カード

C. 簡易作成
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模擬問題：

▢ モデル駆動型のアプリを作成しています。各ユーザーに対して、自分の役割とアプリへの
アクセス方法に関連するテーブルのみをアプリのナビゲーションに表示する必要がありま
す。サイトマップのサブエリアでテーブルを制限する必要があります。
どのプロパティを使用する必要がありますか？

要件 プロパティ

1．ユーザーがレコードを作成できる場合のみテーブルを表

示する

2. ユーザーがオンプレミス環境を使用している場合にはテー

ブルを表示しない

3. ユーザーがウェブブラウザアプリでアクセスしている場合の

みテーブルを表示する

プロパティ

クライアント

オフライン時の使用

特権

SKU
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模擬問題：

▢ 登録フォームのイベント処理用のスクリプトを追加する必要があります。 ど
のコードセグメントを使うべきですか？

A. formContext.data.entity.addOnSave(myFunction) 

B. formContext.data.addOnLoad(myFunction)

C. formContext.data.removeOnLoad(myFunction)

D. addOnPreProcessStatusChange

E. formContext.data.isValid()
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模擬問題：

▢ ある顧客が、カスタマー問い合わせフォームのボタンから電子メールを送信
するようシステムに要求しています。あなたは、JavaScriptからアクションを
呼び出す必要があります。どの2つの関数がこの結果を達成しますか？

A. Xrm.WebApi.online.executeMultiple() 

B. Xrm.WebApi.online.updateRecord()

C. Xrm.WebApi.online.createRecord() 

D. Xrm.WebApi.online.execute()
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模擬問題：

▢ 注：この問題は、同じシナリオを提示する一連の問題の一部です。このシリーズの各問題には、指定された目標を達成する独自の解答が含まれています。いくつかの問題は、
複数の正解がある場合もありますが、正解がない場合もあります。このセクションの問題に解答した後、その問題に戻ることはできません。そのため、これらの問題はレビュー画
面には表示されません。

あなたは、ある会社のためのモデル駆動型アプリを開発しています。
新しい取引先企業レコードを作成するとき、取引先担当者レコードを作成するために必要なデータを収
集するためのフォームを自動的に表示する必要があります。フォームは、取引先担当者の種類に応じて
適切なフォームレイアウトに切り替わらなければなりません。取引先担当者フォームを開くには、
JavaScript を使用します。取引先担当者の種類の情報をフォームに渡すには、
Xrm.Navigation.openForm関数を使用してフォームに取引先担当者の種類の情報を渡します。取引
先担当者フォームのOnLoadイベントハンドラでデータを処理し、指定された連取引先担当者の種類に
応じたフォームの適切なセクションのみを表示します。受信側のフォームがデータ・パラメータを受け入れるよ
うに構成する必要があります。

解決策：ソリューションをエクスポートし、customizations.xml を編集し、querystringparameter
要素を XML に追加する
この解決策は目標を達成しましたか？

A. Yes

B. No
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模擬問題：

▢ Dynamics 365 Salesを使用している組織です。アプリのリボンメニューにカスタムボタン
を追加する予定です。このボタンは、ビジネスルールで指定された条件が満たされたとき
のみ表示されるようにする必要があります。どの2つのコードセグメントを使用できます
か？

A. gridContext.refresh(); 

B. formContext.ui.refreshRibbon(refreshAll); 

C. formContext.data.refresh(save).then(successCallback, errorCallback); 

D. formContext.ui.refreshRibbon(); 

E. formContext.getControl(arg).refresh();
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模擬問題：

▢ 注：この問題は、同じシナリオを提示する一連の問題の一部です。このシリーズの各問題には、指定された目標を達成する独自の解答が含まれています。いくつかの問題は、
複数の正解がある場合もありますが、正解がない場合もあります。このセクションの問題に解答した後、その問題に戻ることはできません。そのため、これらの問題はレビュー画
面には表示されません。

あなたは、ある会社のためのモデル駆動型アプリを開発しています。
新しい取引先企業レコードを作成するとき、取引先担当者レコードを作成するために必要なデータを収
集するためのフォームを自動的に表示する必要があります。フォームは、取引先担当者の種類に応じて
適切なフォームレイアウトに切り替わらなければなりません。取引先担当者フォームを開くには、
JavaScript を使用します。取引先担当者の種類の情報をフォームに渡すには、
Xrm.Navigation.openForm関数を使用してフォームに取引先担当者の種類の情報を渡します。取引
先担当者フォームのOnLoadイベントハンドラでデータを処理し、指定された連取引先担当者の種類に
応じたフォームの適切なセクションのみを表示します。受信側のフォームがデータ・パラメータを受け入れるよ
うに構成する必要があります。

解決策：フォームエディターで、dataパラメータにクエリ文字列パラメータを追加する
この解決策は目標を達成しましたか？

A. Yes

B. No
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模擬問題：

▢ ある会社では、モデル駆動型のアプリを使用しています。フォーム上のカスタムボタンは、フォームのデータ
フィールドを検証し、ウェブバスケットを作成するJavaScript関数を呼び出します。その後、JavaScript 関
数はユーザーにメッセージを表示します。ユーザーは、ISO Code 1033 を使用している米国と、ISO Code 
1036 を使用しているフランスにいます。フランスのユーザーは、メッセージが英語で表示されると報告してい
ます。メッセージがユーザーの言語で表示されるように、RibbonDiffXml ファイルを修正する必要がありま
す。
CommandDefinition ノードはどのように完成させるべきですか？



162162

模擬問題：

▢ ある会社でMicrosoft 365を使用しています。あなたは、モデル駆動型アプリを開発し
ています。アプリは以下の要件を満たしている必要があります。
➤ドキュメントストレージに SharePoint Online を使用する。
➤ Exchange Online を使用して電子メールを送信する。
統合を構成する必要があります。何を構成する必要がありますか。

要件 構成オプション

1. Eメール

2. ドキュメントストレージ

選択肢

サーバーサイドの同期

サーバーベースの統合

二重書き込み（Dual-write）

システム設定
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模擬問題：

▢ あなたは、Power Platformのカスタムテーブルを使用してビジネスプロセスを管理する
非営利団体に勤務しています。ボランティア登録と新入研修は、複数の関連テーブル
をまたいだ手動プロセスです。
あなたは、手動プロセスを置き換えるポータルソリューションを実装する必要があります。
どのモジュールを使用しますか？

要件 モジュール

1. ポータルテンプレートを使ってポータルを作成する A. スターターポータル

B. コミュニティポータル

C. 顧客セルフサービスポータル

2. ボランティア登録を管理する A. 基本フォームメタデータ

B. 詳細フォーム

C. 詳細フォームステップ
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模擬問題：

▢ ポータルクエリの問題を修正する必要があります。どのコードを使うべきです
か？

問題 選択肢

1. 新規登録 A. GET[組織のURI]/api/data/v9.1accounts$select=name, sport

B. GET[組織のURI]/api/data/v9.1accounts$apply=name, sport

C. GET[組織のURI]/api/data/v9.1accounts$filter=name, sport

2. 登録されたすべてのユーザー A. $apply=groupby(sport ne null)

B. $filter=name, sport

C. $orderby=name, sport



165165

模擬問題：

▢ ある会社は Dataverseを使用し、モデル駆動型アプリを使用してエンジニアを管理しています。あなたは、
Power Appsのコンポーネントフレームワーク（PCF）を使用して、Component1という名前の再利用可
能なカスタムコンポーネントを新規に作成します。
あなたは、モデル駆動型アプリに展開するためにComponent1をパッケージ化する必要があります。
あなたはどの3つのコマンドを順番に実行する必要がありますか？

選択肢

1. npm run build

2. pac solution init-publisher-name<publisher> -- publisher prefix<prefix> 

3. msbuild /t:build /restore

4. npm start 

5. pac pcf init –namespace <namespace> --name <control name> --template field

6. pac solution add-reference –path <control path> 

7. npm install
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模擬問題

▢ ある組織にDynamics 365 Sales環境があります。Power Apps コンポー
ネントを作成する必要があります。3つのアクションを順番に実行する必要
があるのはどれですか。
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模擬問題：（５開発を実践する）

▢ ある企業では、ベンダーと連携するためのPower Appsポータルを作成して
います。JavaScript コードを使用してポータルにカスタム機能を実装する必
要があります。使用できる2 つのポータルテーブルはどれですか？
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模擬問題：

▢ ある企業では、入社希望の学生からの応募を管理するモデル駆動型のアプリを使用しています。Power Apps コン
ポーネントフレームワーク（PCF）を使用して、新しい再利用可能なカスタムコンポーネントを作成するよう求められて
います。このカスタム・コンポーネントでは、生年月日の入力を許可し、申請者が未成年でないことを検証する必要
があります。TypeScript ファイル Index.ts とスタイルシート DatePicker.css に AuditDatePicker クラスを作成しま
す。フォームで使用する場合は、関連するフィールドとそのプロパティのみが利用できるようにコンポーネントを定義する
必要があります。マニフェストはどのように完成させるべきでしょうか？
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模擬問題：

▢ ある企業は、新しいモデル駆動型のアプリを構築しています。アプリを多くのオンプレミス
またはクラウドのソリューションと統合する必要があります。VPNは導入されていません。
各統合の方法を決定する必要があります。
どの方法を使用するべきでしょうか？

統合 方法

1．サードパーティー製Web APIのアウトバウンドの同期実行 A. Webhook

B. Power Automate

C. Azure Event Hub

D. Azure Service Bus

2. 高いピーク負荷のAzureでホストされたウェブサイトに対する

実行、または高いピーク負荷のAzureでホストされたウェブサイ

トからの実行

A. プラグイン

B. Webhook

C. Azure Event Hub

D. Azure Service Bus

3. 顧客の住所変更を通知する複数のオンプレミスとクラウド

のシステムに対するアウトバウンドの実行

A. プラグイン

B. Azure Event Hub

C. Webhook



170

Page 
170



171
171

ビジネスプロセスとはなにか

▢ 定型業務を正しく労力を少なく進行させるためのプロセス

これにより、利用者自身が計算し間違った答えを入力することを防ぐ

最新のステータス情報に合わせてスムーズに申請業務を進められる

毎日確実に実行したい。決まった時間に自動で行いたい
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Power Appsでプロセスを実現するための技術

コネクタで様々な
クラウドサービスと
接続可能なワークフロー

.NET Frameworkで
実装されたワークフロー

JSを書かずとも
ちょっとしたロジック
を実現

ビジネスプロセス

の実現

Power Platformで提供されている最も

新しいクラウドフローサービス

Power Automate

ビジネスルール
モデル駆動アプリケーションで実現する

簡易なビジネスプロセス機能

ビルトインのワークフロー
Dynamics CRMの時代から提供されてい

るサーバーサイド実行（同期・非同期）

のワークフローエンジン
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ビジネスルールの概要

▢ ノンコーディングでクライアントサイドのロジックを実装可能

▢ ビジネスルールのスコープ

▢ ビジネスルールのトラブルシューティング
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ビジネスルールと条件およびアクションの構成

▢ 条件

▢ アクション

※複数アクション指定可能
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ビジネス プロセス フローの設定

▢ ステージ

• 1つのステージで1つのテーブル

• 最大30ステージ

▢ ステップ

• 1つのステージに最大30ステップ

▢ 複数テーブルにまたがるビジネスプロセスフロー
• 1つのビジネスプロセスフローに最大5テーブル
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ビジネス プロセス フローの設定

▢ ドラッグアンドドロップでビジネス プロセス フロー作成

▢ ワークフローをトリガー
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ビジネス プロセス フローとセキュリティロールの有効化

▢ ビジネスプロセスフローの分岐

▢ セキュリティロールの有効化

▢ プロセスフローの順序
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ビルトイン ワークフロー

▢ サーバーサイドで実行

▢ 同期・非同期実行

▢ Dynamics CRMで
長く使われてきた実績

▢ 基本的な動作
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ビルトイン ワークフローの特徴

▢ 用意されているアクションが少ない

▢ 開発が必要なケース
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カスタム ワークフロー アクティビティ

▢ 開発

データ

カスタム ワークフロー アクティビティ

(.NET アセンブリ)

ワークフロー

例：ワークフローから、独自に作成したカスタム ワークフロー アクティビティを
呼び出し、その戻り値に基づいて条件分岐する

カスタム
ワークフロー

アクティビティ
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例：文字数をカウントするカスタムアクション

必要なパッケー

ジの準備
クラス定義 ロジック実装 アセンブリ署名 アセンブリ登録
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Power Automateの概要

▢ Power Platformでクラウドサービスの一つとして提供されているプロセスフ
ローサービス

▢ コネクタでデータに接続する
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Power Automateで実現する５種のフロー

▢ インスタント実行 フロー

▢ 自動実行フロー

▢ ビジネス プロセス フロー

▢ UI Flow （RPA）
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コネクタとは？

コネクタは、基盤となるサービスが Power Automateや PowerApps

と通信するための "API" のラッパー
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コネクタとは？

• 270種類以上のクラウドサービス、
コンテンツサービス、データベースや
APIなどへ標準で接続可能

• オンプレミスデータゲートウェイにより、
クラウドとオンプレミス環境のデータとの
「壁のない」連携が可能に

• Power Apps/Power Automateユーザーが
利用できるコネクタとして、開発者や
IT管理者側が独自のサービス用にカスタム
コネクタを作成することも可能

270以上の標準コネクタと
更なる拡張性を提供する
カスタムコネクタ
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コネクタの種類

▢ パブリックコネクタ

▢ カスタムコネクタ
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Power Automateと開発

▢ カスタムコネクタ開発

▢ Azure Functions連携

▢ WebサイトやWebアプリケーションと連携
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コネクタのアーキテクチャ（クラウド サービス）



189189

コネクタのアーキテクチャ（オンプレミス）

オンプレミス
ネットワーク
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カスタムコネクタ開発の概要

▢ ウィザードで容易に作成可能
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カスタム コネクタの開発の流れ

▢ サービスに必要な API を把握

▢ コネクタの作成

▢ API で使用される認証をセットアップ

▢ コネクタの操作を定義

▢ Power Automate または PowerApps でコネクタを適用しテスト
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カスタムコネクタの公開

API を構築、保護、説明

既存のアーティファクト
(Open API や Postman
など) からインポート、
またはゼロから構築

API 呼び出しを検証

Flow と PowerApps で
使用してエンドツー
エンドのテストを実施

組織内の他のユーザー
にコネクタの使用を
許可
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Power Automateトラブルシューティング

▢ 所有者による実行履歴の確認

▢ ステップごとの実行結果の確認

▢ テストの実行
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ビジネスロジックのまとめ

▢ 適切なシナリオで適切なロジック実装

同期
Synchronous

コード開発
Code

宣言型
Declarative

非同期
Asynchronous
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模擬問題：

▢ ある企業でDynamics 365 Salesを導入しています。
ビジネス プロセスが完了した際に、営業担当者への通知メールを自動送
信する必要があります。
どのように実現しますか？
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模擬問題：

▢ あなたは、人事部で履歴書を処理するためにAzureでカスタムアプリケーションを構築し
ています。 アプリは履歴書の提出を監視する必要があります。履歴書を解析し、連絡
先とスキル情報をDataverseに保存する必要があります。
下記のどれを使用しますか？
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模擬問題：

▢ Dynamics 365 Financeをサードパーティーのアドオンなしで導入している顧客がいます。
このクライアントに適切な解決策を選択する必要があります。何を選択しますか？

シナリオ 解決策

1. 倉庫で勤務する従業員がDynamics 365 Financeを使って、モバイ

ルデバイスでバーコードをスキャンできる

A. 標準機能

B. Logicアプリ

C. Power Automate

D. Dataverse

2. 現場の技術者の場所がDynamics 365 Field Serviceからのテキスト

メッセージで連絡される

A. Dataverse

B. ワークフロー

C. Power Automate
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模擬問題：

▢ 紹介の自動化をサポートするようにシステムを構成する必要があります。目
標を達成することが可能な2つの方法は何ですか？

A. Discoveryサービスを利用したAzure Function

B. ワークフロー拡張

C. リスナーを使用するAzure Function

D. Power Automate フロー
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模擬問題：

▢ ある研修会社がDataverse環境を導入している。
この会社は、コースに関する情報をカスタムテーブルに作成し、保存しています。今後7日以内に開始する
コースが作成されたかどうかに応じて実行されるフローを作成し、これは分単位で正確である必要がありま
す。あなたは、要件を満たす式を定義する必要があります。式にどの関数を使用する必要があります
か？
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模擬問題：

▢ ある企業が Dynamics 365 Sales をベースに新しいシステムを構築しています。この会社では、クレーム
処理に次のような要件があります。
➤承認プロセスは、すべてのクレーム申請に対して同じでなければならない。
➤ クレーム申請は、各段階で承認者を経由する必要がある。
➤承認プロセスの要件に基づき、列を表示または非表示にする必要がある。
可能な限り、既成のコンポーネントを使用して、クレームプロセスのデータモデルを設計する必要があります。
どの機能を実装すべきでしょうか。

要件 機能

1.承認プロセスは、すべてのクレーム申請に対して同じでなければならない。 A. ワークフロー

B. ビジネスプロセスフロー

C. プラグイン

D. カスタムワークフロー

2.クレーム申請は、各段階で承認者を経由する必要がある。 A. Power Automateフロー

B. ビジネスプロセスフロー

C. アクション

3. 承認プロセスの要件に基づき、列を表示または非表示にする必要がある。 A. ビジネスルール

B. JavaScript
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模擬問題：

▢ あなたは、サッカートーナメントに登録する選手に関するルールをどのように
実装するかを決定する必要があります。どのビジネスルールアクションを使
用する必要がありますか？

ロール ビジネスルールアクション

1. 体重

2. 年齢

3. 身長

選択肢

表示方法の設定アクションを「いいえ」に設定する

ロック/ロック解除アクションを「ロック」に設定する

フィールドの値の設定アクションを「いいえ」に設定する

必須項目の設定アクションを「必須項目」に設定する
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模擬問題：

▢ ある顧客が、6つのカスタムテーブルと各テーブルの4つのステージを含む、複雑なビジネス
プロセスフローを設計したいと考えています。ステージの1つには15のステップがあります。
あなたはこの設計の欠点を顧客に説明する必要があります。この設計の欠点は何です
か？

A. カスタムテーブルの最大数を超過している

B. ステージの最大ステップ数を超過している

C. テーブルの最大ステージ数を超過している

D. テーブルの最小ステージ数を満たしていない

E. ステージの最小ステップ数を満たしていない
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模擬問題：

▢ ある組織の見積依頼プロセスのビジネスプロセスフローを作成しています。ビジネスプロ
セスフローが会社の要件を満たしていることを確認する必要があります。
どのコンポーネントを使用しますか？

要件 コンポーネント

1．見積依頼の受け取り時点でプロセスが開始する

2. クレジットチェックは新規ユーザーにのみ実施される

3. すべてのプロセスパスがメインフォームにマージされる

コンポーネント

ステップ

ステージ

カスタムコントロール

条件分岐
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模擬問題：

▢ ある大学では、モデル駆動型のアプリで助成金申
請を管理しています。ユーザーは、助成金申請画
面のメッセージが古くなっていると報告します。画
面には右のように表示されます。

画像に提示された情報に基づいて各質問に答え
てください。

問題 選択肢

1．メッセージを表示するのにアプリが使用しているPower Platform

の機能は何ですか？

A. ビジネスルール

B. Logic App

C. フロー

D. プラグイン

2. メッセージが古くならないようにアプリ作成者は何をするべきです

か？

A. フィールドの計算を更新する

B. ロールアップフィールドを更新する

C. 自動化されたフローを更新する

D. ビジネスルールを更新する
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模擬問題：

▢ ServiceNow用のカスタムコネクタを使用するPower Appsアプリをデプロイしています。
一部のユーザーでアプリのロードが非常に遅くなります。ServiceNow からのすべてのレ
コードがすべてのユーザーに対して取得されていることがわかりました。アプリは、各ユー
ザーに割り当てられているインシデントのみをロードする必要があります。あなたは、コネク
タが返すレコードの数を制限する必要があります。
あなたは何をする必要がありますか？

A. Lifecycle Servicesの資産スコープを適用する

B. ビジネスプロセスフローを適用する

C. Azure APIMパラメータを適用する

D. コネクタポリシーテンプレートを適用する
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プログラミングを伴う開発のコンポーネント全体像

Data Access

Business Entity Components

Data Access Components

Synchronous and Asynchronous Business Logic

プラグイン
(.NET アセンブリ)

Web サービス

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

Web リソース
（フォーム、コマンドバーおよびダッシュボードなどで

利用可能な JavaScript などのカスタムの部品）

カスタム アプリ
（Web アプリ／モバイル アプリ）

他システムからの

アクセス

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

カスタム ワークフロー

アクティビティ
(.NET アセンブリ)

Azure Service Bus／

Azure Event Hub／

Webhook／

他システムへの連携

：コンポーネント

コマンドバー

（リボン）

メタデータ/データ
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ユーザーの入

力をチェック

する

関連するレコード情報

を吸い上げて表示

独自APIを参照

外部データを参照する

シナリオから開発を考える
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Web リソースとは

▢ 様々な種類の働きをするコンポーネ
ントで、Dataverseに登録しておき、
随所で使用可能なカスタムの部品
（ファイル）

▢ Dataverseの「ソリューション」に含め
ることができる

Web リソースの種類 ファイル拡張子

Web ページ (HTML) .htm、 .html

スタイルシート (CSS) .css

スクリプト (JavaScript) .js

データ (XML) .xml

イメージ (PNG) .png

イメージ (JPG) .jpg

イメージ (GIF) .gif

ベクター形式 (SVG) .svg

スタイルシート (XSL) .xsl、 .xslt

イメージ (ICO) .ico

文字列 (RESX) .resx

表：Web リソースの種類とファイル拡張子
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Web リソース：再利用可能なカスタムの部品

▢ 再利用の例：
フォーム、ビュー、ダッシュボードなどで利用可能

イメージ（PNG)

Web リソース

Web ページ（HTML)

Web リソース

イメージ（PNG)

Web リソース

スクリプト（JavaScript)

Web リソース

スタイルシート（CSS)

Web リソース

フォーム ビュー

登録済みの様々な Web リソース

フォーム上に配置

コマンド バーのボタン
押下時に呼び出す対象
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Web リソースの登録

▢ 手順
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フォーム上で JavaScript Web リソースを利用

▢ フォーム上に JavaScript Web リソースを登録する例：
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主な Web リソースの利用パターン

Web ページ

(HTML)

スクリプト

(JavaScript)

スタイルシート

(CSS)

イメージ

(各種)
※備考

フォーム上で表示また

は実行

○
○

← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

- ○ - -
UI を伴わない

カスタム ロジック

ダッシュボード上で表

示
○

○
← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

単独の

Web ページとして表

示 (*)

○
○

← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

Web ページ (HTML) の

URL を指定して

表示

コマンド バーから呼び

出し

○
○

← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

○
← Web ページから呼び

出される

(*) と同じ

- ○ - -
UI を伴わない

カスタム ロジック

Web リソースの
種類

Web リソース
が利用される場所
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参考：JavaScript の使用

▢ モデル駆動で利用されるすべてのカスタムの JavaScript はスクリプト
(JavaScript) Web リソース
として登録される

▢ 呼び出し
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JavaScript プログラミングのベスト プラクティス

▢ DOM を操作しない

▢ JavaScript 関数名にユニークな名前を付けること

※ 認証について
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JavaScript のデバッグ

▢ ブラウザで用意されているデバッグ機能を使いデバッグ

▢ Microsoft Edge

▢ Google Chrome
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ユーザーの入

力をチェック

する

関連するレコード情報

を吸い上げて表示

独自APIを参照

外部データを参照する

シナリオから開発を考える
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プラグインの概要

▢ 主な利用シナリオ

▢ 機能
プラグイン

(.NET アセンブリ)

Web サービス

クライアント

Dataverseプラットフォーム内部処理

テーブル 処理 カスタムのビジネスロジック

例① 見積もり
更新

（Update）

見積もりレコードの承認必要フラグがオンの場合、

営業パーソンが内容を変更できないように

このレコードの所有者をマネージャーに変更する

例② 取引先企業
作成

（Create）

社内の取引先マスターシステムにこの Dataverse の新規の

取引先企業データを作成するようメッセージを発行する

プラグインの例

データ
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プラグインの開発を検討する場面

▢ カスタムのビジネスロジックを実装する必要がある場合
において、かつ以下に合致するケース

プラグイン

(.NET アセンブリ)

インターフェイス（Web サービス）

クライアント

Dataverse内部処理

他システム

(Azure 
Service Bus、

Azure Event 
Hub 含む)

データ
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プラグイン開発に必要な準備

▢ Visual Studio の準備

▢ Dynamics SDK のダウンロードと展開
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プラグイン開発の流れ

1. Visual Studio でカスタムのビジネスロジックのコードを開発、ビルドする

2. プラグインを登録

3. モデル駆動アプリ上で挙動を確認
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プラグイン開発時の考慮点

▢ テーブル

▢ メッセージ

▢ パイプライン ステージ

▢ 動作モード
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イベント フレームワーク

▢ イベント実行パイプラインのどのタイミ

ングにカスタムのビジネスロジックを実

行するかを管理する

▢ プラグインの登録

Pre イベント

インターフェイス

（Web サービス）

プラットフォーム

コア オペレーション

イベント実行パイプライン

リクエスト

メッセージ

Post イベント

完了

右図でプラグインを

登録可能な場所

データ
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パイプライン ステージとプラグインの登録

▢ パイプライン ステージ

イベント ステージ名
ステージ

番号
説明

プラグインの

登録可否

Pre イベント
Pre-

validation
10

内部処理が実行される前のステージ。ここに登録されたプラグインは、データ

ベース トランザクションの外で実行される。
可

Pre イベント
Pre-

operation
20

内部処理が実行される前のステージ。ここに登録されたプラグインは、データ

ベース トランザクションの中で実行*される。
可

プラットフォーム

コア オペレーション

MainOper

ation
30 内部処理が実行されるステージ。 不可

Post イベント
Post-

operation
40

内部処理が実行された後のステージ。ここに登録されたプラグインは、データ

ベース トランザクションの中で実行*される。
可

表：パイプライン ステージとプラグインの登録可否

* 内部処理と同じトランザクション。ただし、「非同期」モードではなく「同期」モードで動作する場合のみ。
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ユーザーの入

力をチェック

する

関連するレコード情報

を吸い上げて表示

独自API

を参照

外部データを参照する

シナリオから開発を考える



229

Part 3



230
230

Azure Functions 概要

▢ サーバーレスアーキテクチャ

▢ イベントドリブン
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開発言語

▢ Azure Functionsでサポートされている開発言語
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Azure Functions と Power Apps：①

新しいアプリを定

義する

シナリオとして

Webhook+APIを選

択

コードの記述
REST APIをSwagger

で記述
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Azure Functions と Power Apps：②

PowerAppsカスタムコネクター

で作成したFunctionを接続

アプリのデータソースからア

プリ内で使用



234
234

理解のポイント

1. Azure Functionsでアプリを作成

2. 作成したAPIに接続するためにはカスタムコネクタが必要

3. Open APIは バージョン1.x以上で対応

4. 通常のPower Appsデータソースとして作成したアプリをAPI経由で利用
可能
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ユーザーの入

力をチェック

する

関連するレコード情報

を吸い上げて表示

独自APIを参照

外部データを参照する

シナリオから開発を考える
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外部データ連携シナリオ

▢ Dataverseのデータではなく、他の人事システムデータやサービスが提供
するデータと連携する…等のシナリオ

▢ キャンバスアプリ

▢ モデル駆動アプリ



238238

プラグインから外部データへのアクセスの場合

▢ プラグインから外部へのアクセス

※ Azure Service Bus 連携や Azure Event Hub 連携もこのプラグインから外部（他システ
ム）へのアクセスに相当する

※ 外部からプラグインに直接アクセスする方法は無い

using (System.Net.WebClient client = new System.Net.WebClient())
{

byte[] responseBytes = client.DownloadData(webAddress);
string response = System.Text.Encoding.UTF8.GetString(responseBytes);

例：プラグインから Web にアクセス
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仮想テーブルで外部データにアクセスする

▢ 外部データをDataverseのテーブルとして扱い、連携が可能になる

▢ Dataverseのカスタムテーブルとして作成（クラシックUIで作成）

▢ Odata v4 プロバイダー が実装済み

▢ 1:N,N:1

▢ IDが必要

▢ 読み取り専用になる

▢ テーブルの所有者はユーザーではなく「組織」となる

データソースにはGuid型のフィールドが必要

仮想テーブルではいくつかの機能は使えません。それにはアクセスチーム、キュー、ロールアップフィールド、重複データ検出、変更の追跡、関連性検索、
フィールドセキュリティ、N:Nの関連付けが含まれます
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仮想テーブル：設定

Odata v4 プロバイダー
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仮想テーブル：設定
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仮想テーブルの利用シナリオ
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外部連携を選択する

▢ 適切な手法を要求に合わせて採用する

利点 考慮点

バッチ処理で運用 • 大量のデータを一定の決められたタイミング

で実行

• 必要に応じてデータの加工も加えることがで

きる

• 比較的処理に時間がかかる

• エラー処理まで考慮するとコスト高になる場

合がある

• 決められたタイミングでしかデータ連係しない

（リアルタイムではない）

Azure Functionsに

代表するサーバーレスア

プリ

• ほぼリアルタイム（非同期）でデータ連係

が可能

• 必要なときにすぐに開発、すぐに展開ができ

る

• 小規模のデータ連係に向く

• Dataverseのレコード単位の処理に向く

仮想テーブル • Dataverseの通常のテーブルと同等の扱い

になるため、ユーザーに統一したエクスペリエ

ンスを提供できる

• リアルタイムでデータ連係が可能（参照）

• 設定は比較的容易である

• 参照しかすることができない

• どのようなデータソースにも接続できるわけで

はない
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模擬問題：

▢ 複数の外部システムとの統合について調査しています。それぞれの統合に
は異なる要件があります。各要件を満たすために使用するデータソースを決
定する必要があります。
何を使用すればよいのでしょうか？

要件 選択肢

1．整数をキーとするレコードをサポートする

2. データの閲覧と更新ができる

3. すべてのDataverseクライアントからデータにアクセスできる

選択肢

仮想テーブル

カスタムコネクター
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模擬問題：

▢ ある企業が、注文処理アプリの作成を計画しています。このアプリは、注文が作成され
ると、複雑なビジネスロジックを実行し、複数の外部システムと統合する予定です。行
数の多い注文は、完了までに最大6分かかることがあります。各注文の処理はひとつ
のオペレーションごとに完了され、レコードが不完全な状態で残されるのを避ける必要が
あります。あなたは、この会社のために解決策を提案する必要があります。何を提案す
べきですか？

A. カスタムワークフローアクティビティを使用する非同期ワークフロー
B. カスタムアクションを使用するリアルタイムワークフロー
C. Azure Functionに接続するWebhook

D. 非同期のプラグイン
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模擬問題：

▢ あなたは、顧客レコードを検索する際にAzure Active Directoryから顧客情報を取得
するPower Appsアプリを作成しています。顧客情報を取得するためにJSONコードを
使用してAzure関数を作成します。アプリを動作させる必要があります。
どの2つのアクションを実行する必要がありますか？
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模擬問題：

▢ ある企業ではDynamics 365 Salesを使用しています。受注時に販売手数料を計算する必要がありま
す。その計算を行うためのAzure Functionを作成します。Azure FunctionにはHTTPトリガーがあります。
発注時にAzure Functionにデータを送信するために、プラグイン登録ツールを設定する必要があります。
Plug-in Registration toolを開き、Dynamics 365 Salesに接続します。
順番に実行する必要があるのは3つのアクションのうちどれですか。

アクション

1．Register New Web Hookを選択する

2．Register New Service Endpointを選択する

3．認証をHttpHeaderに設定する

4．注文作成の新しいステップを登録する

5．接続文字列を入力する

6．エンドポイントURLを入力する
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模擬問題：

▢ ある組織では、新しい注文が提出されるたびに、レガシーデータストアから特定の情報を取得するために
プラグインを使用しています。Dataverseの分析ページを確認します。プラグインの平均実行時間が増加
しています。あなたはプラグインを別のコンポーネントに置き換え、現在のプラグインコードを可能な限り再
利用する必要があります。どの5つのアクションを順番に実行する必要がありますか？

アクション

1. アプリ内でプラグインロジックをリファクタする

2. Azure Functionアプリを作成する

3. Plug-in Registration toolでアプリ用のサービスエンドポイントを登録する

4. Azure Logicアプリを作成する

5. Webhookにステップを登録する

6. Plug-in Registration toolでアプリ用のWebhookを登録する

7. アプリを発行する

8. サービスエンドポイントにステップを登録する
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模擬問題：

▢ ある旅行会社では、Dynamics 365 Sales を使用しています。顧客は、ウェブサイトから最大3つの地域
を旅行希望に追加することができます。顧客の希望は、取引先担当者テーブルに格納する必要があり
ます。顧客が間違ったデータを入力した場合、エラーメッセージを表示する必要があります。プラグインを作
成します。あなたは、要件を満たすためにプラグインを登録する必要があります。各パラメータにどの値を
適用しますか？

パラメータ 値

1. メッセージ A. 作成

B. 関連付け

C. 更新

2. プライマリテーブル A. なし

B. 地域

C. 取引先担当者

3. セカンダリテーブル A. なし

B. 地域

C. 取引先担当者

4. 実行モード A. 同期

B. 非同期
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模擬問題：

▢ ある会社で複数のプラグインを開発しています。そのうちの1つのプラグイン
が失敗し続けています。
あなたはそのプラグインをデバッグする必要があります。
どの3つのアクションを実行する必要がありますか？

A. プラグインステップをハイライトし、プラグイン登録ツールで「デバッグ」を選択する

B. .pdb ファイルを server/bin/assembly フォルダにコピーする

C. Plug-in RegistrationツールでStart Profilingを選択する

D. デバッガーをw3wp.exeプロセスにアタッチする

E. プラグインプロファイラーをインストールする



252252

模擬問題：

▢ ある銀行では、顧客を管理するために Dataverseを使用しています。銀行の担当者
は、顧客が立ち会っている間に顧客のクレジットチェックを行います。
クレジットチェックは、完了するまでに最大5分かかることがあります。
銀行のポリシーでは、銀行担当者のアプリは、クレジットチェックが完了するまでブロック
されている必要があります。

クレジットチェックの実行中にモデル駆動型のアプリを表示して、銀行の担当者と顧客
にクレジットチェックが完了するまで待つように指示する必要があります。どの機能を使
用しますか？

A. Xrm.Navigation.openWebResource("prefix.myPoliteMessage.html")

B. Xrm.Navigation.openAlertDialog(myPoliteMessage)

C. Xrm.Utility.openWebResource("prefix_myPoliteMessage.html")

D. Xrm.Utility.showProgressIndicator(myPoliteMessage)
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模擬問題：（５開発を実践する）

▢ Dataverseテーブルとモデル駆動型アプリがあります。モデル駆動型アプリは外部システ
ムと統合されています。
モデル駆動型アプリがレコードを作成するたびにビジネスロジックを実行する予定です。
ビジネスロジックを実行しても、モデル駆動型アプリのユーザーに悪影響を与えてはなり
ません。どれを使用しますか？
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模擬問題

▢ 企業のWebサイトからリードが送信されたとき、Dataverseにレコードを作成するためAzureの関数を使用する統合を
作成しています。Dataverseアプリケーションユーザーを作成して設定しています。あなたが使用しているDataverse環
境またはAzure Active Directoryへの管理者アクセスがありません。会社のポリシーでは、統合にはサービスアカウン
トを使用する必要があり、統合には必要以上の権限を付与されてはならないと規定されています。管理者がAzure 
Functionのアクセスを構成するために実行すべきアクションを推奨する必要があります。
実行すべき3つのアクションはどれですか？
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外部連携とは

▢ Dataverseに格納されているデータにDataverseの標準Web APIを経由し
てアクセスする
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Dataverseは標準でWeb APIを提供

▢ システムテーブルもカスタムで作成したテーブルにも
API経由でアクセス可能
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Dataverseで提供される Web API

▢ 過去から現在までの遷移

REST API SOAP API Web API

名称 組織データサービス

RESTエンドポイント

組織サービス

SOAPエンドポイント

Web API

Odata v4 REST

プロトコル Odata v2 SOAP Odata v4

利用可否 Dynamics CRM 2015ま

で提供

将来的に廃止予定 現在使われている
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Dataverseの内部データに直接アクセスできないのか？

▢ 必ずWeb APIをコールすることが求められている
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Web APIからプログラム的に参照

• Odataとは, Open Data Protocolの略で, データの

照会や更新などを行うリソースベースなプロトコル

• XML, Jsonなどの形式でデータを扱え, .NET, PHP, 

Java, Node.jsなど幅広いプラットフォームに対応

• URLでクエリ、フィルタする

• Microsoftが主導となり策定・展開されている
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Web サービス (1/2)

▢ メインとなる2種類

• レコードの CRUD 処理など

• .NET クライアントが必要、Visual Studio で開発

• SDK のアセンブリ（DLL）を必要とする

• コード生成機能による事前バインドを利用可能

• プラグインやカスタム ワークフロー アクティビティはこれを利用

➜ Microsoft固有の環境における Dataverse固有のお作法

• レコードの CRUD 処理など

• HTTP クライアントで利用可能。OAuth 2.0 対応。
（OData v4 をサポートする様々な 3rd パーティーライブラリを利用可能）

• メッセージのやり取りは JSON フォーマット

• Web リソース（JavaScript）ではこれを利用

➜ 一般的な環境で利用可能な汎用的なお作法
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Web サービス (2/2)

▢ 補足的な2種類

• アクセスできる Dataverseインスタンス（組織）の一覧や
エンドポイント アドレス URL を取得

• 前述の「組織サービス」および「Web API」に対応

• Dataverse管理センター上で操作するような、Dataverseインスタンス（組
織）に関する以下のような操作が可能：

➢ 作成、取得、削除、バックアップおよびリストア …etc.

※ このようなインスタンスに関する操作をするための PowerShell 用のコマンドレットも別途 利用可能
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Web APIを利用すると・・

CRUDの実現 メタデータ取得 ビジネスロジック
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HTTP リクエストの作成

▢ 利用可能なHTTP メソッド

メソッド 使用方法

GET レコードを取得する時、および Web API 関数を呼び出す時に使用

POST レコードを作成する時、および Web API アクションを呼び出す時に使用

PATCH レコードを更新する時、および Upsert を実行する時に使用

DELETE レコードを削除する時、および特定のフィールドの値を削除する時に使用

PUT 使用は推奨されない。特定の処理をする場合のみ使用。
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認証を考慮する：OAuth 2.0

① アプリケーションを開発

② アプリケーションを Azure Active Directory に登録

③ アプリケーションのコードを修正

④ アプリを実行
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アプリケーションを Azure AD に登録

1. Azure 管理ポータルにログイン

2. Active Directory にアクセス

3. アプリケーションを利用する対象となるディレクトリを選択
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アプリケーションを Azure AD に登録 -2

4. 選択したディレクトリにアプリケーションを追加

*

5. クライアント ID* が生成される

6. アプリケーションに対するアクセス許可を設定

* 「クライアント ID」と「リダイレクト URI」を
次の③のステップで利用する
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HTTP レスポンス

▢ レスポンスに含まれるステータス コード（主なもの）

コード 説明 種類

200 OK 処理が成功し、レスポンス本文にデータが返されるもの 成功

204 No Content 処理が成功したが、レスポンス本文にデータは返されないもの 成功

403 Forbidden 主に Dataverse上の権限が不足してエラーが返されたもの クライアント エラー

401 Unauthorized 主に Dataverseへの認証でエラーが返されたもの クライアント エラー

400 BadRequest 引数が有効でない場合に返されるもの クライアント エラー
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HTTP レスポンスとエラー処理

▢ エラー処理

{
"error":{
"code": "<This code is not related to the http status code and is frequently empty>",
"message": "<A message describing the error>",
"innererror": {
"message": "<A message describing the error, this is frequently the same as the outer message>",
"type": "Microsoft.Crm.CrmHttpException",
"stacktrace": "<Details from the server about where the error occurred>"
}
}
}
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模擬問題：

▢ 企業向けのWeb API一式を開発する必要があります。
何を実装すべきでしょうか？

要件 選択肢

1．間接的な作用を起こさず、さらなる構成をサポートするオペレーションを実装する A. 関数

B. アクション

C. テーブル

2. データが修正されるなどの間接的な作用を許可するオペレーションを実装する A. 関数

B. アクション

C. テーブル

3. 一連のプロパティセットで構成されたキーを持たない名前付構造タイプを実装する A. 関数

B. アクション

C. テーブル
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模擬問題：

▢ ある会社には、API アクセスを提供するアプリケーションがあります。カスタムコネクタを
使用して、キャンバスアプリケーションからAPIに接続することを計画しています。カスタム
コネクタを作成するために、API開発者から情報を要求する必要があります。
あなたはどの2つのタイプのファイルを使用できますか？
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模擬問題

▢ Dataverseを使用するアプリを開発しています。Dataverseを新しいWebアプリケーショ
ンに統合する必要があります。新しい Web アプリケーションで Dataverse のデータを表
示できるようにする必要があります。Web API を使用して単一ページの Web アプリ
ケーションを構築します。OAuth を使用してアプリを認証する必要があります。
何を使用する必要がありますか？
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模擬問題：

▢ ある会社では、開発、テスト、本番用のDataverse環境を持っています。あなたは、2つのソリューションか
らなるモデル駆動型アプリを持っています。ソリューションには、設定と参照データが含まれています。あな
たは、ソリューション、アプリの設定、および参照データを開発環境から移動することを計画しています。
開発環境から各ソリューションを zip ファイルとしてエクスポートします。設定と参照データをZIPファイルとし
てエクスポートするために、Configuration Managerを実行します。あなたは、デプロイのためにアプリとそ
の設定を準備する必要があります。
どの4つのアクションを順番に実行する必要がありますか？

選択肢

1. ソリューションとデータファイルをプロジェクトのPkgFolderに追加する

2. パッケージをビルドする

3. Package Deployerツールを実行する

4. ImportConfig.xml内でソリューションとデータのファイルを定義する

5. Solution Packageツールを実行する

6. Visual StadioでDynamics 365 Packageプロジェクトを作成する
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模擬問題

▢ ある企業では、クライアントの連絡先情
報を定期的に更新しています。取引先
担当者テーブルには代替キーが定義さ
れています。
左のコード(行番号は参考までに記載)
を参照し、各文について、その文が正し
ければYesを、そうでない場合はNoを選
択してください。

問題 Yes/No

1. 名前（lastname）が代替キーで、山田という名前（lastname）のレコードがなければ、
名前（lastname）に保存される値は山田である。

2. 顧客番号（clientnumber）が代替キーで、その顧客番号（clientnumber）が存在するな
ら、名前（lastname）に保存される値は山田である。

3.名前（lastname）が代替キーで、山田という名前（lastname）の人がいなければ、名前
（lastname）に保存される値は山田である。

4.顧客番号（clientnumber）が代替キーで、その顧客番号（clientnumber）が存在しないな
ら、名前（lastname）に保存される値は山田である。
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模擬問題：

▢ SQL Server ベースの .NET アプリケーションから Dataverse環境に会社のデータを同期させています。データはSQL 
ServerとDataverseの両方のシステムに入力されます。以下のコードを含むプログラムがあります。以下の各文につい
て、その文が正しければYesを、そうでない場合はNoを選択してください。

問題 Yes/No

1. データベースからレコードIDを格納するフィールドを作成することで以下のエラーが解決できる：

The specified key attributes are not a defined key for the account entity

2. 取引先企業番号を利用した代替キーを作成することで以下のエラーが解決できる：

The specified key attributes are not a defined key for the account entity

3. 企業名にコントソと入力されたのみの取引先企業が存在し、その他すべてのフィールドが空白であ

れば、新しい取引先企業レコードが作成される

4. 取引先企業番号にC0-555が入力されている取引先企業が存在すると、新しい取引先企業レ

コードが作成される
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模擬問題：

▢ ある企業では、Dynamics 365 Salesソリューショ
ンの導入準備を進めていますが、まずはレガシーシ
ステムからデータを移行する必要があります。この
企業では、1,000件のアカウントを一括で移行し
ています。データをDynamics 365 Salesに保存す
る際に、新しいアカウントのIDをログファイルに出
力する必要があります。コードを参照したうえで、
以下の各文について、その文が正しければYesを、
そうでない場合はNoを選択してください。

問題 Yes/No

1. 開発者は新規作成されたアカウントIDにアクセスできる

2. エラー発生時、開発者は問題となった要求にアクセスできる

3. 要求のなかにエラーがある場合、要求は最初のエラーで例外を送出し、処理を止める

4. 1000件の作成リクエストに10件のエラーがあった場合、10件の応答がプラットフォームから

返ってくる
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